
省
感
染
症
対
策
部
の
設
置
な
ど
を
決
定
し
、
次
期
通

常
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

経
団
連
は
、
縦
割
り
の
弊
害
を
打
破
し
、
将
来
の

感
染
症
の
流
行
に
対
処
す
る
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
、

統
括
庁
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
統
括
庁
に

は
、
①
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
か
ら
の
助
言
を
含
む
、
様
々

な
分
野
の
専
門
家
の
知
見
や
提
案
を
集
約
し
て
効
果

的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
②
勧
告
権
な
ど
の
必
要

な
権
限
の
も
と
、
実
効
的
な
司
令
塔
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と
、
③
統
括
庁
や
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
地
方
自
治

体
の
各
々
の
役
割
や
責
任
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
④

Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
の
国
際
機
関
や
各
国
の
感
染
症
対
策
に
係

る
司
令
塔
と
の
情
報
や
知
見
を
共
有
、
連
携
す
る
こ

と
な
ど
を
求
め
た
い
。

　

ま
た
、
統
括
庁
を
中
心
と
し
た
感
染
症
対
策
に
係

る
環
境
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
必
要
物

資
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
需
要
拡
大
に
備
え
、

医
薬
品
等
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
平
時
か
ら
強
化

す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
に
備
蓄
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
緊
急
時
の
迅
速
な

供
給
の
た
め
の
柔
軟
な
規
制
対
応
や
官
民
の
円
滑
な

意
思
疎
通
、
必
要
物
資
の
確
保
状
況
の
把
握
等
が
欠

か
せ
な
い
。
医
療
機
関
と
患
者
の
受
け
入
れ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
解
消
、
水
際
対
策
の
意
思
決
定
迅
速
化
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
体
制
整
備
、
情
報
提
供
体
制
の
整
備

に
関
し
て
も
、
統
括
庁
に
よ
る
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

世
界
中
で
多
く
の
死
者
を
出
し
、
社
会

経
済
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
き
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら
３
年
が

経
過
し
た
。
今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
、
将
来
発
生
す

る
感
染
症
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
つ
な
げ
な

い
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
経
団
連
は
、
２
０
２
２
年
11
月
、
提

言
「
司
令
塔
機
能
を
強
化
し
、
新
た
な
感

染
症
に
備
え
る
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
本

稿
で
は
提
言
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

統
括
庁
を
軸
に
し
た 

政
府
司
令
塔
機
能
の
強
化

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
我
が
国

は
、
人
口
あ
た
り
の
感
染
者
数
や
死
亡
者

数
を
低
く
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
。

そ
の
一
方
、
感
染
症
対
策
に
係
る
司
令
塔

の
機
能
不
全
や
各
関
係
機
関
の
縦
割
り
に

よ
る
連
携
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、
政
府
は
次

の
感
染
症
危
機
に
備
え
る
た
め
の
対
応
策

と
し
て
、
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁

（
以
下「
統
括
庁
」）、新
た
な
専
門
家
組
織

（
い
わ
ゆ
る「
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ（
注
）」）、
厚
生
労
働

（注）CDC：米国の疾病予防管理センター（Centers for Disease Control and Preventionの略）
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出所：事務局作成

専
門
的
な
見
地
か
ら
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
向
け
て

の
リ
ス
ク
を
同
定
し
、
そ
の
対
策
に
必
要
と
な
る
治

療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
の
方
向
性
を
示
す
役

割
が
期
待
さ
れ
る
。
政
府
は
、
リ
ス
ク
が
高
く
イ
ン

パ
ク
ト
の
大
き
い
研
究
開
発
へ
の
支
援
や
、
事
業
者

か
ら
の
調
達
の
保
証
、
戦
略
的
な
研
究
開
発
予
算
の

確
保
等
を
通
じ
た
、
国
内
に
お
け
る
研
究
開
発
・
生

産
基
盤
の
確
保
を
求
め
て
い
る
。

次
な
る
感
染
症
に
備
え
た
体
制
整
備

　

次
の
感
染
症
に
備
え
る
た
め
、
既
存
の
法
制
度
や

措
置
の
見
直
し
、
司
令
塔
の
組
織
運
営
体
制
の
整
備

と
と
も
に
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
必
要
に
な
る
。

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
市
民
の
外
出
自
粛
や
飲

食
店
等
の
営
業
時
間
短
縮
な
ど
、
私
権
を
制
限
す
る

政
策
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
制
裁
を
伴
う
「
要
請
」

と
し
て
行
わ
れ
た
。
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
権
利

を
制
限
す
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、
こ
れ
ら
私
権

制
限
の
在
り
方
や
発
動
要
件
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
対
策
の
内
容
や
決
定
プ
ロ

セ
ス
を
改
め
て
検
証
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
法
整
備
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
組
織
運
営
体
制
も
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

緊
急
時
に
効
果
的
な
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
米

国
の
政
府
機
関
や
民
間
企
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｓ（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
コ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
）に
な
ら

っ
た
組
織
構
築
や
、
Ｅ
Ｏ
Ｃ（
緊
急
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
を
軸
に
し
た 

研
究
開
発
の
促
進

　

日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
我
が
国
の
感
染
症
対
策
を
科

学
的
知
見
に
よ
っ
て
支
え
る
組
織
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
調
査
・
分
析
・
研
究
を
支
え
る
高
度

な
事
務
局
機
能
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
科
学

的
な
助
言
が
で
き
る
位
置
付
け
と
と
も
に
、
感
染
症

対
策
に
係
る
組
織
、
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
う
え
で
、公
衆
衛
生
、感
染
症
、臨
床
現
場
等

の
デ
ー
タ
を
、官
民
の
大
学
・
関
係
組
織
、専
門
家
か

ら
一
元
的
に
収
集
・
分
析
し
、
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
、

科
学
的
見
地
に
基
づ
い
て
政
府
の
意
思
決
定
や
国
民

へ
の
説
明
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ン
セ
ン
タ
ー
）の
導
入
を
求
め
た
い（
図
表
参
照
）。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
医
療
分

野
に
お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
利
用
を
積

極
的
に
進
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
効
率
的
に
感
染
症
の
流
行
状
況
を
把

握・共
有
す
る
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
政
府
が
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

に
つ
い
て
も
、実
施
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
が
、さ
ら
な

る
利
用
拡
大
に
向
け
、国
民
の
理
解
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
の
積
極
的
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

一
刻
も
早
い
体
制
整
備
を

　

様
々
な
課
題
を
突
き
付
け
た
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を

次
の
感
染
症
に
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
ま
ず
は
政
府
に
お
い
て
、
新
た
な
感
染

症
に
備
え
、
統
括
庁
や
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
を
中
心
に
縦

割
り
を
排
し
、
産
学
官
を
巻
き
込
ん
だ
危
機
管
理
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

た
だ
、
時
間
の
猶
予
は
そ
こ
ま
で
な
い
。
政
府
の

発
表
で
は
、
統
括
庁
の
設
置
は
２
０
２
３
年
度
中
、

感
染
症
対
策
部
の
設
置
は
２
０
２
４
年
度
、
日
本
版

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
創
設
は
２
０
２
５
年
度
以
降
と
さ
れ
て
い

る
が
、
次
の
感
染
症
が
我
々
に
十
分
な
準
備
時
間
を

与
え
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
強
い
危
機
感
を
も

ち
、
一
刻
も
早
い
関
連
法
案
の
成
立
と
、
予
算
・
人

員
の
確
保
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
体
制
整
備
の
前
倒

し
を
求
め
た
い
。

　

ま
た
、
日

本
版
Ｃ
Ｄ
Ｃ

を
軸
に
ワ
ク

チ
ン
や
治
療

薬
の
研
究
開

発
・
生
産
の

基
盤
を
国
内

に
確
保
す
る

こ
と
も
極
め

て
重
要
で
あ

る
。
日
本
版

Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
は
、
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